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分解度試験報告書
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99％（　　　　特級試薬使用）

対水一100ppmまで溶解性を確認

対エタノール，エーテル，アセトン1

　ベンゼンに可溶

試験期間　昭和55年9月5日～昭和55年12月5日

試験方法及び条件
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ゑ1　試験条件

　（a）　生分解試験条件

　　（1）微生物源：標準活性汚泥50ppm
　　（2）供試物質濃度　：　10D　ppm

　　（5）　試験期間　 ：　14日間

　（b）試験装置

　　　　閉鎖系酸素消費量測定装置　揮発性物質用改良型

　〔c）　試料の採取

　　　　供試物質は、液体のためマイク・シリンジ54・5μ∠分取

　　　　　し、各培養瓶に添加した。

　　　　　（計算式）54・5（μ君）×0・87〔比重）＝50・0〔mg）

　（d）　BOD測定装置へのセット状況
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状　　　　況 pH

11髄時 試料は試験液面上に油状に
Lがった。
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5．2　直接定量分析

　（a）　使尾分析機器及び条件

　　　ガヌクロマトグラフ
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キャリヤガス

日本電子　JGC－2日K（FID）

FID

2㎜φX5川　ガラス製

液相15％TCP
担体クロモソルブW

75℃
N2

庵試験一結果

一　分解度。め 付

酸素消貴重による結果
固1て2c127 1

／㌧に、詞 團129

図

100 2

賑
」
て

ア日日のアニリンの分解度　57κ

（b）　分析試料の前処理
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5．　備　　　考

　　直接定量結果及ぴ化学構造から・本物質の分解性に問題

　　はないと考えられるが、BOD曲線の上昇パターンにっ

　　いては、解明されていない。
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ケθ働アニグンの虜癖彦　タ7％
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